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(57)【要約】
【課題】深部消化管まで容易に挿入することができ、深
部まで挿入される場合であっても被検者の苦痛が少ない
ダブルバルーン式内視鏡装置を提供すること。
【解決手段】内視鏡本体１１の遠位端側外周に内視鏡本
体１１の固定用バルーン１５を有し、スライディングチ
ューブ１２の遠位端側外周に固定用バルーン１４を有す
るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａにおいて、スライ
ディングチューブ１２の遠位端部と内視鏡本体１１との
間には内視鏡本体１１の推進用バルーン１６Ａが配置さ
れており、内視鏡本体１１の推進用バルーン１６Ａは、
遠位端側が内視鏡本体１１の固定用バルーン１５の近位
端側に固定されており、近位端側がスライディングチュ
ーブ１２の遠位端に固定されており、スライディングチ
ューブ１２又は内視鏡本体１１には、挿入器具の推進用
バルーン１６Ａの内部に気体を導入及び吸引するための
気体流路１３ａが形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スライディングチューブと、前記スライディングチューブ内に挿通される内視鏡本体と
を備え、前記スライディングチューブの遠位端部外周には前記スライディングチューブの
固定用バルーンが形成され、前記内視鏡本体の遠位端部外周には前記内視鏡本体の固定用
バルーンが形成された、ダブルバルーン式内視鏡装置において、
　前記スライディングチューブの遠位端部と前記内視鏡本体の固定用バルーンとの間には
前記内視鏡本体の推進用バルーンが配置されており、
　前記内視鏡本体の推進用バルーンは、遠位端側が前記内視鏡本体の固定用バルーンの近
位端側に位置する前記内視鏡本体に固定されており、近位端側が前記スライディングチュ
ーブの遠位端に固定されており、
　前記スライディングチューブ又は前記内視鏡本体には、前記内視鏡本体の推進用バルー
ン内部に気体を導入及び吸引するための気体流路が形成されており、
　前記内視鏡本体を突出させる際には、前記スライディングチューブの固定用バルーンの
内部に気体を導入して前記スライディングチューブを体腔内に固定するとともに、前記内
視鏡本体の固定用バルーンの内部の気体を吸引して窪ませた状態で前記内視鏡本体の推進
用バルーン内に気体を導入することにより行い、
　前記スライディングチューブを牽引する際には、前記内視鏡本体の固定用バルーンの内
部に気体を導入して前記内視鏡本体を体腔内に固定するとともに、前記スライディングチ
ューブの固定用バルーンの内部から空気を吸引して窪ませた状態で前記内視鏡本体の推進
用バルーン内から気体を吸引して窪ませることにより行い、
　これらの前記内視鏡本体を突出させる操作及び前記スライディングチューブを牽引する
操作を順次おこなわせることを特徴とするダブルバルーン式内視鏡装置。
【請求項２】
　前記内視鏡本体の推進用バルーンは、延伸状態で、内側環状壁と前記内側環状壁を気密
に囲む外側環状壁とを有する内部が中空の環状筒状体からなり、前記環状筒状体の内側環
状壁の遠位端側の外面が前記内視鏡本体の遠位端側外周に固定されており、前記環状筒状
体の外側環状壁の近位端側が前記スライディングチューブの遠位端側に固定されているこ
とを特徴とする請求項１に記載のダブルバルーン式内視鏡装置。
【請求項３】
　前記内視鏡本体の推進用バルーンは、前記外側環状壁及び内側環状壁が蛇腹状に形成さ
れていることを特徴とする請求項２に記載のダブルバルーン式内視鏡装置。
【請求項４】
　前記内視鏡本体の推進用バルーンは、内部の外径側と内径側との間に形成された少なく
とも１つの隔壁によって複数の室に区画されており、前記隔壁には開口が形成されている
ことを特徴とする請求項２に記載のダブルバルーン式内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダブルバルーン式内視鏡装置に関し、詳しくは、深部消化管まで容易に挿入
することができ、深部まで挿入される場合であっても被検者の苦痛が少ないダブルバルー
ン式内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、主に人体内部を観察することを目的とした医療機器であり、現在では内視鏡
観察下で直接治療や検体の採取などを行う内視鏡的処置のための各種デバイスを備えたも
のも開発・実用化されている。内視鏡は、構造によって硬性鏡、軟性鏡、カプセル型に大
別され、特に大腸や小腸などの消化管を観察する際には、診断だけで無く治療も同時に行
える軟性鏡が現在の主流となっている。
【０００３】
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　一般的な内視鏡（軟性鏡）は、柔軟な素材でできた管の先端側（内視鏡操作部側から見
た遠位端側。以下、「遠位端側」と表現する。）に観察のための光学系や超音波センサ等
が取り付けられており、管の中には光源や検出器用の配線、内視鏡的処置を実施するため
の各種デバイス操作用のケーブルが通された構造をしており、経口・経鼻的もしくは経肛
門的に消化管内に挿入され、目的の箇所まで導入されて観察・各種処置が行われる。消化
管の中でも、小腸は口からも肛門からも遠く、複雑に屈曲しているために摩擦力も大きく
なり、特に深部小腸の病変部になると、従来であれば内視鏡が深部まで到達できず、観察
が困難であった。また、例えば大腸内視鏡装置を用いた大腸の内視鏡検査に際しても、大
腸内視鏡操作者の技量にもよるが、約１０％の症例で深部大腸への大腸内視鏡の挿入が困
難な例が存在する。
【０００４】
　その理由としては、
（ア）軟性の内視鏡に対して押す力を活用しているために内視鏡が撓んで遠位端側に力が
加わらないこと、
（イ）内視鏡は、内視鏡操作部を手元で把持して操作するため、力の作用点が内視鏡の手
元側にあるので、軟性の内視鏡の遠位端側に力が加わらないこと、
（ウ）内視鏡と消化管との間の摩擦力が大きいこと、
等にあるものと考えられる。
【０００５】
　例えば、図５は経肛門的に内視鏡を挿入している状態を示す図であるが、Ｓ状結腸が大
きく屈曲しているため、矢印で示した箇所で内視鏡が大きく撓んでしまっている状態を模
式的に示している。この状態では、より強く押し込んでも、Ｓ状結腸を過度に伸展させる
だけで、内視鏡の遠位端側を前進させる方向へは殆ど力が伝わらないことがわかる。
【０００６】
　このような従来の内視鏡が抱える問題点に対し、バルーン内視鏡と総称される小腸深部
の観察・治療を可能にした内視鏡が、実用化されている。バルーン内視鏡は、内視鏡の遠
位端側にバルーンが備えられており、備えているバルーンの数で、シングルバルーン式又
はダブルバルーン式と呼ばれるが、いずれも、内視鏡の挿入操作中に適宜バルーンを膨ら
ませることで、外筒部と消化管内壁を摩擦力で固定させることができる。
【０００７】
　例えば、下記特許文献１には、遠位端側外周に本体固定用バルーンを取り付けた内視鏡
本体と、遠位端側外周にチューブ固定用バルーンを取り付け、内部に内視鏡本体を挿通さ
せて内視鏡本体挿入時のガイドを行うスライディングチューブを有すると共に、各バルー
ンにエアを供給するポンプ装置を有し、各ポンプ装置は、各バルーン内のエアの圧力を測
定して各バルーン内の圧力を制御する制御手段を有する、ダブルバルーン式内視鏡の発明
が開示されている。
【０００８】
　下記特許文献１に開示されているダブルバルーン式内視鏡５０は、図６に示すように、
内視鏡本体５１及び内視鏡本体５１が挿通されているスライディングチューブ５２のそれ
ぞれの遠位端側に、本体固定用バルーン５３及びチューブ固定用バルーン５４を備えてい
る。このダブルバルーン式内視鏡５０は、まず本体固定用バルーン５３及びチューブ固定
用バルーン５４を萎ませた状態（図６Ａ）で消化管内へ挿入されるが、上述したように深
部へ進むに従って挿入させることが困難になる。
【０００９】
　そこで、チューブ固定用バルーン５４を膨らませてスライディングチューブ５２を消化
管に固定した上で、内視鏡本体５１を進ませる操作（図６Ｂ）と、本体固定用バルーン５
３を膨らませて内視鏡本体を消化管に固定した上で、スライディングチューブ５２の遠位
端を内視鏡本体５１の遠位端付近まで進ませる操作（図６Ｃ）とを、繰り返すことで、深
部への挿入を進めていくことができるものである。
【００１０】



(4) JP 2015-42321 A 2015.3.5

10

20

30

40

50

　例えば、深部小腸へ挿入する際には、以下に述べる（ａ）～（ｆ）の操作を繰り返すこ
とで、従来よりも深く挿入することができる。すなわち、
（ａ）内視鏡本体５１を、従来どおりの方法で（挿入部付近から押し込んで）挿入してい
く、
（ｂ）それ以上押し込めなくなったところで、内視鏡本体５１の遠位端側に取り付けられ
ている本体固定用バルーン５３を膨らませて内視鏡本体５１を固定する（図６Ｃ）。
（ｃ）内視鏡本体５１が固定されている状態で、内視鏡本体をガイドとしてスライディン
グチューブ５２を挿入部付近から押し込むことで、スライディングチューブ５２の遠位端
側を本体固定用バルーン５３の位置まで進める（図６Ｃ矢印）。
（ｄ）スライディングチューブ５２の遠位端側に取り付けられているチューブ固定用バル
ーン５４を膨らませて、スライディングチューブ５２を固定する（図６Ｂ）。
（ｅ）スライディングチューブ５２が固定されている状態で、内視鏡本体５１及びスライ
ディングチューブ５２を引き戻すと、固定箇所より手前側の小腸が縮み、固定箇所より奥
側の小腸が伸展する。
（ｆ）固定箇所より奥側の小腸が伸展されているので、本体固定用バルーン５３を萎ませ
ると、内視鏡本体５１を更に奥へと押し込むことが可能となる（図６Ｂ矢印）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００２－３０１０１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上記特許文献１に開示されているダブルバルーン式内視鏡装置によれば、従来の内視鏡
装置に比すると小腸内にも挿入し易くなる。しかしながら、このダブルバルーン式内視鏡
であっても、小腸の奥へ挿入されるにしたがって、内視鏡本体を進めることが困難となる
。これは、内視鏡の硬さが硬いゴム程度しかないため撓み易いことと、内視鏡の挿入方法
が被検者の口もしくは肛門である挿入部付近から力をかけて押し込むことであることに起
因している。すなわち、内視鏡が小腸の奥へ挿入される度に摩擦も大きくなり、内視鏡は
撓みやすくなってしまい、挿入部付近から力を加えて押し込んでも、内視鏡の遠位端側が
推進する方向には力が伝わり難くなるからである。
【００１３】
　本発明者らは、内視鏡等の挿入器具が挿入部付近から押し込まれるのではなく、外筒の
遠位端側から押し出すように力が加えられれば、内視鏡等の挿入器具の撓み易さに左右さ
れることなく推進させることができると考え、外筒の遠位端側に長手方向に伸縮自在な挿
入器具の推進用バルーンを取り付けて固定点を形成すれば、消化管内に挿入された状態で
も内視鏡等の挿入器具を外筒の遠位端側から容易に押し出すことができることを見出し、
本発明を完成させるに至ったのである。
【００１４】
　すなわち、本発明は、深部消化管に挿入されても、内視鏡等の挿入器具及び外筒を容易
に進ませることができるダブルバルーン式内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明のダブルバルーン式内視鏡装置は、
　スライディングチューブと、前記スライディングチューブ内に挿通される内視鏡本体と
を備え、前記スライディングチューブの遠位端部外周には前記スライディングチューブの
固定用バルーンが形成され、前記内視鏡本体の遠位端部外周には前記内視鏡本体の固定用
バルーンが形成された、ダブルバルーン式内視鏡装置において、
　前記スライディングチューブの遠位端部と前記内視鏡本体の固定用バルーンとの間には
前記内視鏡本体の推進用バルーンが配置されており、
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　前記内視鏡本体の推進用バルーンは、遠位端側が前記内視鏡本体の固定用バルーンの近
位端側に位置する前記内視鏡本体に固定されており、近位端側が前記スライディングチュ
ーブの遠位端に固定されており、
　前記スライディングチューブ又は前記内視鏡本体には、前記内視鏡本体の推進用バルー
ン内部に気体を導入及び吸引するための気体流路が形成されており、
　前記内視鏡本体を突出させる際には、前記スライディングチューブの固定用バルーンの
内部に気体を導入して前記スライディングチューブを体腔内に固定するとともに、前記内
視鏡本体の固定用バルーンの内部の気体を吸引して窪ませた状態で前記内視鏡本体の推進
用バルーン内に気体を導入することにより行い、
　前記スライディングチューブを牽引する際には、前記内視鏡本体の固定用バルーンの内
部に気体を導入して前記内視鏡本体を体腔内に固定するとともに、前記スライディングチ
ューブの固定用バルーンの内部から空気を吸引して窪ませた状態で前記内視鏡本体の推進
用バルーン内から気体を吸引して窪ませることにより行い、
　これらの前記内視鏡本体を突出させる操作及び前記スライディングチューブを牽引する
操作を順次おこなわせることを特徴とする。
【００１６】
　本発明のダブルバルーン式内視鏡装置においては、外筒としてのスライディングチュー
ブの遠位端部と挿入器具としての内視鏡本体の固定用バルーンとの間に内視鏡本体の推進
用バルーンが配置されており、スライディングチューブ又は内視鏡本体に内視鏡本体の推
進用バルーン内部に気体を導入及び吸引するための気体流路が形成されている。スライデ
ィングチューブの固定用バルーンを膨らませて体腔内に固定した後、気体流路から内視鏡
本体の推進用バルーン内に気体を導入すると内視鏡本体の推進用バルーンがスライディン
グチューブの遠位端を起点として延伸するため、内視鏡本体の遠位端がスライディングチ
ューブの遠位端より突出する。この内視鏡本体を駆動する力は内視鏡本体の推進用バルー
ン内に導入される気体により与えられるため、ダブルバルーン内視鏡装置の操作部側から
ダブルバルーン内視鏡装置を押し込むよりも大きな力で体腔内に押し込むことができる。
【００１７】
　その後、スライディングチューブの固定用バルーンを萎ませて、内視鏡本体の固定用バ
ルーンを膨らませて体腔内に固定し、内視鏡本体の推進用バルーン内の気体を吸引すると
、内視鏡本体の推進用バルーンが萎むため、内視鏡本体の遠位端側を起点としてスライデ
ィングチューブが内視鏡本体の遠位端側に引き寄せられるので、スライディングチューブ
を更に体腔内に押し込むことができる。この場合も、スライディングチューブを駆動する
力は内視鏡本体の推進用バルーンから吸引される気体により与えられるため、ダブルバル
ーン内視鏡装置の操作部側からダブルバルーン内視鏡装置を押し込むよりも大きな力で体
腔内に押し込むことができる。本発明のダブルバルーン式内視鏡装置によれば、以上の操
作を繰り返すことにより、従来のダブルバルーン式内視鏡装置よりも確実に体腔内に挿入
することができるようになる。
【００１８】
　すなわち、従来は、医師が内視鏡を手で持ち押し込んで挿入していたが、本発明では、
内視鏡の先端に推進力発生装置を搭載し、自己推進するシステムとしたものである。この
ような内視鏡を１０両編成のディーゼル列車に例えると、従来法では最後尾の１０両目が
エンジンを載せたディーゼル機関車であり、客席列車を最後尾から押し進んでいる状態で
あり、５両目あたりで列車の列が歪みやすく脱線し易い仕組みである。これに対し、本発
明の内視鏡装置は先頭車両がディーゼル機関車であり、客席列車を牽引して進む状態と捉
えることができ、従来法と比較して車列の歪みが少なくなる（内視鏡のたわみが少なくな
る）効果がある。
【００１９】
　更に、内視鏡先端への推進力発生装置の搭載によって、内視鏡（列車）が大腸壁（トン
ネルの壁）に強くぶつからないため、腸管の過伸展を防ぐことができ苦痛の少ない検査が
可能となると同時に、大腸壁を破る穿孔の危険も回避でき、安全な検査となる。被検者の
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検査に対する苦痛や不安が低減されると、大腸がん検査の受診率も上昇することが期待さ
れ、大腸がんによる死者数の低減に繋がる可能性も期待される。
【００２０】
　なお、内視鏡本体の推進用バルーン内部に気体を導入及び吸引するための気体流路は、
スライディングチューブの内径側又は外側に別途気体流路を形成してもよく、また、スラ
イディングチューブの厚さが充分にある場合にはスライディングチューブ内に気体流路を
形成してもよく、更には、内視鏡本体具の内部に気体流路を形成してもよい。
【００２１】
　また、本発明のダブルバルーン式内視鏡装置においては、前記内視鏡本体の推進用バル
ーンは、延伸状態で、内側環状壁と前記内側環状壁を気密に囲む外側環状壁とを有する内
部が中空の環状筒状体からなり、前記環状筒状体の内側環状壁の遠位端側の外面が前記内
視鏡本体の遠位端側外周に固定されており、前記環状筒状体の外側環状壁の近位端側が前
記スライディングチューブの遠位端側に固定されていることが好ましい。
【００２２】
　内視鏡本体の推進用バルーンが上記の構成を備えていると、内視鏡本体の推進用バルー
ン内を排気すると、内視鏡本体の推進用バルーンの近位端側の内側環状壁は容易に内視鏡
本体の外表面に沿って遠位端側に近づいていく。その後、内視鏡本体の推進用バルーン内
に気体を導入すると、内視鏡本体の推進用バルーンの近位端側の内側環状壁は容易に内視
鏡本体の外表面に沿って遠位端側から離間していく。そのため、本発明のダブルバルーン
式内視鏡装置によれば、内視鏡本体の推進用バルーンに気体を導入する操作と排気する操
作を繰り返すことにより、スムーズに内視鏡本体及びスライディングチューブを消化管の
奥に挿入することができるようになる。
【００２３】
　また、本発明のダブルバルーン式内視鏡装置においては、前記内視鏡本体の推進用バル
ーンは、前記外側環状壁及び内側環状壁が蛇腹状に形成されているものとすることができ
る。
【００２４】
　本発明のダブルバルーン式内視鏡装置においては、内視鏡本体の推進用バルーンの外側
環状壁及び内側環状壁が共に柔軟性材料で形成されていれば、上記効果を奏することがで
きる。しかしながら、内視鏡本体の推進用バルーンの外側環状壁及び内側環状壁が蛇腹状
に形成されていると、内視鏡本体の推進用バルーン内に気体を導入ないし排気した際に、
容易に、一定の形状を維持した状態で変形し易くなる。しかも、内視鏡本体の推進用バル
ーンが蛇腹状に形成されていると、内視鏡本体の推進用バルーン内に気体を導入させた場
合に径方向に大きく膨れることなく長さ方向に容易に延伸することができるようになる。
そのため、本発明のダブルバルーン式内視鏡装置によれば、内視鏡本体の推進用バルーン
に気体を導入する操作と排気する操作を繰り返すことにより、故障が少なく、よりスムー
ズに内視鏡本体及びスライディングチューブを消化管の奥に挿入することができるように
なる。
【００２５】
　また、本発明のダブルバルーン式内視鏡装置においては、前記内視鏡本体の推進用バル
ーンは、内部の外径側と内径側との間に形成された少なくとも１つの隔壁によって複数の
室に区画されており、前記隔壁には開口が形成されているものとすることができる。
【００２６】
　内視鏡本体の推進用バルーンの内部の外径側と内径側との間に形成された少なくとも１
つの隔壁によって複数の室に区画されていると、内視鏡本体の推進用バルーン内に気体を
導入させた場合に径方向に大きく膨れることがなくなる。また、複数の室内への気体の導
入ないし複数の室からの気体の吸引は、隔壁に形成された開口によって確保することがで
きる。そのため、本発明のダブルバルーン式内視鏡装置によれば、内視鏡本体の推進用バ
ルーンに気体を導入する操作と排気する操作を繰り返すことにより、よりスムーズに内視
鏡本体及びスライディングチューブを消化管の奥に挿入することができるようになる。
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【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】図１Ａは第１実施形態に係るダブルバルーン式内視鏡装置の挿入時の模式断面図
であり、図１Ｂは図１Ａの内視鏡本体を突出させた際の模式断面図であり、図１Ｃは更に
スライディングチューブを移動させた際の模式断面図である。
【図２】図２Ａは第２実施形態に係るダブルバルーン式内視鏡装置の内視鏡本体を突出さ
せた際の模式断面図であり、図２Ｂは第３実施形態に係るダブルバルーン式内視鏡装置の
内視鏡本体を突出させた際の模式断面図であり、図２Ｃは第４実施形態に係るダブルバル
ーン式内視鏡装置の内視鏡本体を突出させた際の模式断面図である。
【図３】図３Ａは第１参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置の挿入時の模式断面図で
あり、図３Ｂは図３Ａの細径内視鏡を突出させた際の模式断面図であり、図３Ｃは更に内
視鏡本体を移動させた際の模式断面図である。
【図４】図４Ａは第２参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置の内視鏡本体を突出させ
た際の模式断面図であり、図４Ｂは第３参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置の内視
鏡本体を突出させた際の模式断面図であり、図４Ｃは第４参考例に係るダブルバルーン式
内視鏡装置の内視鏡本体を突出させた際の模式断面図である。
【図５】従来の内視鏡装置の挿入状態を示す模式図である。
【図６】従来のダブルバルーン式内視鏡装置を説明する模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の各実施形態を図面を参照して詳細に説明する。ただし、以下に示す実施
形態は、本発明の技術的思想を具体化するための一例を説明するためのものであって、本
発明をこれらの実施形態に特定することを意図するものでなく、本発明は特許請求の範囲
に含まれるその他の実施形態のものにも等しく適用し得るものである。また、この明細書
における説明のために用いられた各図面においては、各部材を図面上で認識可能な程度の
大きさとするため、各部材毎に縮尺を異ならせて表示しており、必ずしも実際の寸法に比
例して表示されているものではなく、更に、本発明の理解に不要な部分については記載を
省略した部分がある。
【００２９】
［第１実施形態］
　まず、図１を参照して、本発明の第１実施形態にかかるダブルバルーン式内視鏡装置１
０Ａの概略構成について説明する。なお、図１Ａは第１実施形態に係るダブルバルーン式
内視鏡装置の挿入時の模式断面図であり、図１Ｂは図１Ａの内視鏡本体を突出させた際の
模式断面図であり、図１Ｃは更にスライディングチューブを移動させた際の模式断面図で
ある。
【００３０】
　第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａは、内視鏡本体１１と、内部に内視
鏡本体１１が通されるスライディングチューブ１２とを備えている。内視鏡本体１１は、
例えば従来から普通に使用されている大腸内視鏡であり、遠位端側に照明光学系（図示省
略）が設けられていると共に、内部に各種処置具が挿入される鉗子孔１３が形成されてい
る。また、スライディングチューブ１２の遠位端側には、スライディングチューブ１２の
固定用バルーン１４が形成されている。このスライディングチューブ１２の固定用バルー
ン１４は、内視鏡操作部（図示省略）側から所定のガスを導入ないし吸引することによっ
て、膨張させたり萎ませたりすることができようになっている。
【００３１】
　また、内視鏡本体１１は、遠位端側に内視鏡本体１１の固定用バルーン１５が形成され
ており、スライディングチューブ１２内に挿入され、スライディングチューブ１２の遠位
端側から突出している。この内視鏡本体１１の固定用バルーン１５も内視鏡操作部側から
所定のガスを導入ないし吸引することによって、膨張させたり萎ませたりすることができ
ようになっている。なお、第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａでは、スラ
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イディングチューブ１２及びスライディングチューブ１２の固定用バルーン１４がそれぞ
れ本発明の外筒及び外筒固定用バルーンに対応し、内視鏡本体１１及び内視鏡本体１１の
固定用バルーン１５がそれぞれ本発明の挿入器具及び挿入器具の固定用バルーンに対応す
る。
【００３２】
　第１実施形態にかかるダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａでは、スライディングチュー
ブ１２の遠位端部と内視鏡本体１１の固定用バルーン１５との間に、挿入器具の推進用バ
ルーン１６Ａが配置されている。この挿入器具の推進用バルーン１６Ａは、蛇腹状に形成
されており、延伸状態では、図１Ｂに示すように、内側環状壁１６ａとこの内側環状壁１
６ａを気密に囲む外側環状壁１６ｂとを有する内部が中空の環状筒状体となるようになさ
れているとともに、遠位端側の一部を除いて内側環状壁１６ａと内視鏡本体１１との間に
隙間１６ｃが生じるように形成されている。
【００３３】
　そして、挿入器具の推進用バルーン１６Ａは、遠位端側の内側環状壁１６ａの外表面が
内視鏡本体１１の固定用バルーン１５の近位端側の外表面に固定されており、近位端側が
スライディングチューブ１２の遠位端に固定されている。すなわち、挿入器具の推進用バ
ルーン１６Ａは、内側環状壁１６ａと内視鏡本体１１の外周側との間に隙間１６ｃが形成
されるようにして、遠位端側が内視鏡本体１１の外周側に固定されており、近位端側がス
ライディングチューブ１２の遠位端側に固定されている。このスライディングチューブ１
２に対して挿入器具の推進用バルーン１６Ａを固定した位置が内視鏡本体１１を押し出す
ための固定点となる。
【００３４】
　また、内視鏡本体１１内には、挿入器具の推進用バルーン１６Ａ内に気体を導入させ、
また、挿入器具の推進用バルーン１６Ａ内から気体を吸引するための気体流路１３ａが形
成されている。この気体流路１３ａは、内視鏡操作部まで延在されており、内視鏡操作部
から挿入器具の推進用バルーン１６Ａ内に対する気体の導入及び吸引を制御できるように
なっている。ここでは、内視鏡本体１１内に形成された気体流路１３ａは、内視鏡本体１
１の遠位端側に形成された開口１３ｂを介して挿入器具の推進用バルーン１６Ａの内部と
連通されている。
【００３５】
　図１Ａに示すように、第１実施形態にかかるダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａは、消
化管内への挿入前に、固定用バルーン１４、１５を萎ませておき、挿入器具の推進用バル
ーン１６Ａも萎ませておく。この状態でダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａを消化管内へ
押し込んで挿入し、それ以上押し込めなくなったところで、固定用バルーン１４を膨張さ
せてスライディングチューブ１２を消化管内に固定する。
【００３６】
　次いで、内視鏡操作部側から気体流路１３ａを経て挿入器具の推進用バルーン１６Ａ内
に気体を導入すると、図１Ｂに示したように、挿入器具の推進用バルーン１６Ａは延伸状
態となる。このとき、挿入器具の推進用バルーン１６Ａの遠位端側が内視鏡本体１１の外
周に固定されており、挿入器具の推進用バルーン１６Ａの近位端がスライディングチュー
ブ１２の遠位端に固定されているので、挿入器具の推進用バルーン１６Ａはスライディン
グチューブ１２の遠位端側を起点として延伸状態となる。これによって、内視鏡本体１１
はスライディングチューブ１２の遠位端側から更に突出されるので、操作部側からダブル
バルーン内視鏡装置１０Ａを挿入するよりも大きな力で更に消化管内奥に挿入することが
できる。
【００３７】
　内視鏡本体１１がスライディングチューブ１２の遠位端側より所定量突出されると、内
視鏡本体１１の固定用バルーン１５が膨張されると共にスライディングチューブの固定用
バルーン１４が萎ませられ、内視鏡本体１１が消化管内に固定される。この状態で、内視
鏡操作部側で気体流路１３ａを経て挿入器具の推進用バルーン１６Ａ内から気体を吸引す
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ると、挿入器具の推進用バルーン１６Ａは内視鏡本体１１の遠位端側を起点として萎むた
め、スライディングチューブ１２に対して遠位端側に牽引する力が付与される。それによ
って、図１Ｃに示すように、スライディングチューブ１２の遠位端側は内視鏡本体１１の
遠位端側にまで移動することができるようになる。次いで、図１Ｂ及び図１Ｃに示した操
作を適宜繰り返すことによって、従来のダブルバルーン式内視鏡装置のように、内視鏡本
体１１及びスライディングチューブ１２を消化管の奥へ移動させることができるようにな
る。
【００３８】
　なお、ここでは、挿入器具の推進用バルーン１６Ａとして、外側環状壁１６ｂと内側環
状壁１６ａとの間に何も形成されていないものを用いた例を示した。しかしながら、外側
環状壁１６ｂと内側環状壁１６ａとの間に両者間の距離が一定以上とならないように規制
する手段、たとえば一定長さの糸やシート等を取り付けておいてもよい。このような規制
手段を設けておくと、挿入器具の推進用バルーン内に気体を導入させた場合に径方向に膨
れることがなくなるので、長さ方向に強力に延伸させることができるようになる。
【００３９】
　なお、第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａにおいては、挿入器具の推進
用バルーン１６Ａ内へ気体を導入ないし吸引するための気体流路１３ａを内視鏡本体１１
内に形成した例を示したが、スライディングチューブ１２の内側又は外側に別途気体流路
を形成してもよく、また、スライディングチューブ１２の厚さが充分にある場合にはスラ
イディングチューブ１２内に気体流路を形成してもよい。
【００４０】
　また、第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａにおいては、挿入器具の推進
用バルーン１６Ａの内側環状壁１６ａ及び外側環状壁１６ｂを共に蛇腹状とした例を示し
た。しかしながら、内側環状壁１６ａ及び外側環状壁１６ｂ共に柔軟性材料で形成されて
いる限り、同様の作用効果を生じる。しかしながら、内側環状壁１６ａ及び外側環状壁１
６ｂを蛇腹状とすれば、挿入器具の推進用バルーン１６Ａを膨らませる際ないし萎ませる
際に一定の形状を維持した状態で変形しながら伸縮することができるので、故障が少なく
、よりスムーズに内視鏡本体１１及びスライディングチューブ１２を消化管の奥に挿入す
ることができるようになる。
【００４１】
［第２実施形態］
　次に、第２実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｂを、図２Ａを用いて説明する
。なお、図２Ａは第２実施形態に係るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｂの内視鏡本体１
１を突出させた際の模式断面図である。
【００４２】
　この第２実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｂは、図２Ａに示したように、挿
入器具の推進用バルーン１６Ｂ内にコイルバネ１６ｄを外側環状壁１６ｂと一体となるよ
うに配置した以外は第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａと構成に相違はな
い。そのため、図２Ａにおいては、第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａと
同一の構成部分には同一の参照符号を付与してその詳細な説明は省略する。
【００４３】
　第２実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｂのように、挿入器具の推進用バルー
ン１６Ｂ内にコイルバネ１６ｄが挿入されていると、コイルバネ１６ｄの圧縮力ないし伸
縮力をも利用できるようになる。そのため、挿入器具の推進用バルーン１６Ｂの延伸状態
でコイルバネ１６ｄに圧縮力が残留している状態とするかあるいは挿入器具の推進用バル
ーン１６Ｂの萎んだ状態で伸張力が残留している状態とすることにより、挿入器具の推進
用バルーン１６Ｂ内に気体を導入する際に必要な圧力ないし挿入器具の推進用バルーン１
６Ｂ内から気体を排気する際に必要な圧力を任意に変えることができるようになる。
【００４４】
　しかも、第２実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｂのように、挿入器具の推進
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用バルーン１６Ｂ内にコイルバネ１６ｄを外側環状壁１６ｂと一体となるように配置する
と、挿入器具の推進用バルーン１６Ｂ内に気体を導入させた場合に径方向に大きく膨れる
ことがなくなる。そのため、挿入器具の推進用バルーン１６Ｂに気体を導入する操作と排
気する操作を繰り返すことにより、よりスムーズに内視鏡本体１１及びスライディングチ
ューブ１２を消化管の奥に挿入することができるようになる。
【００４５】
［第３実施形態］
　次に、第３実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｃを、図２Ｂを用いて説明する
。なお、図２Ｂは第３実施形態に係るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｃの内視鏡本体１
１を突出させた際の模式断面図である。
【００４６】
　この第３実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｃは、図２Ｂに示したように、挿
入器具の推進用バルーン１６Ｃの内部の内側環状壁１６ａと外側環状壁１６ｂとの間に、
少なくとも１つの隔壁１６ｅを設けて複数の室１６ｆに区画し、この隔壁１６ｅのそれぞ
れに開口１６ｇを形成したものである。このような構成とすると、挿入器具の推進用バル
ーン１６Ｃ内に気体を導入させた場合に径方向に大きく膨れることがなくなり、また、複
数の室１６ｆ内への気体の導入ないし複数の室１６ｆからの気体の吸引は、隔壁１６ｅに
形成された開口１６ｇによって確保することができる。そのため、第３実施形態のダブル
バルーン式内視鏡装置１０Ｃにおいても、挿入器具の推進用バルーン１６Ｃに気体を導入
する操作と排気する操作を繰り返すことにより、よりスムーズに内視鏡本体１１及びスラ
イディングチューブ１２を消化管の奥に挿入することができるようになる。
【００４７】
［第４実施形態］
　次に、第４実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｄを、図２Ｃを用いて説明する
。なお、図２Ｃは第４実施形態に係るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｄの内視鏡本体１
１を突出させた際の模式断面図である。
【００４８】
　この第４実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｄは、図２Ｃに示したように、挿
入器具の推進用バルーン１６Ｄが、コイル状となった状態で固定されている。この推進用
バルーン１６Ｄは、一方の端がスライディングチューブ１２の遠位端に固定されており、
もう一方の端は内視鏡本体１１の遠位端側に固定されていると共に、その内部は開口１３
ｂを介して気体流路１３ａと連通されている。
【００４９】
　このような構成とすると、第３実施形態で示したような、隔壁１６ｅ及び開口１６ｇを
設けずとも、内視鏡の推進方向に効率よく伸張させることが可能となる。例えば、バルー
ンの巻付け回数が１０回であって、気体の導入によりバルーンの直径が５ｍｍ拡大したと
仮定すると、内視鏡の径方向へのバルーンの伸張はバルーン部分全体で５ｍｍ×２＝１ｃ
ｍであるのに対して、内視鏡の長手方向へのバルーンの伸張はバルーン部分全体で５ｍｍ
×１０＝５ｃｍとなる。
【００５０】
　従って、第４実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｄにおいても、挿入器具の推
進用バルーン１６Ｄに気体を導入する操作と排気する操作を繰り返すことにより、内視鏡
本体１１及びスライディングチューブ１２を消化管の奥に挿入することができるようにな
る。なお、推進用バルーン１６Ｄは内視鏡本体１１及びスライディングチューブ１２に固
定された際にコイル形状を取り得れば良いため、コイル状に形成されたバルーンは当然の
こと、直線ないし曲線状に形成されたバルーンであっても推進用バルーン１６Ｄとして第
４実施形態に適用可能である。
【００５１】
［第１参考例］
　次に、図３を参照して、第１参考例にかかるダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｅの概略
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構成について説明する。なお、図３Ａは第１参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置１
０Ｅの挿入時の模式断面図であり、図４Ｂは図４Ａの細径内視鏡１１ａを突出させた際の
模式断面図であり、図４Ｃは更に内視鏡本体１１を移動させた際の模式断面図である。ま
た、図４においては、図１に示した第１実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａと
同一の構成部分には同一の参照符号を付与して説明する。
【００５２】
　第１～３実施形態のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ａ～１０Ｃでは、本発明の挿入器
具に対応する構成が内視鏡本体１１であり、本発明の外筒に対応する構成がスライディン
グチューブ１２の場合を示したが、第１参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｅでは
、本発明の挿入器具に対応する構成が細径内視鏡１１ａであり、本発明の外筒に対応する
構成が内視鏡本体１１に対応するものである。
【００５３】
　なお、細径内視鏡１１ａは、内視鏡本体１１の鉗子孔１３内に挿入することができる外
径が約５ｍｍ以下とされており、内部に処置具挿入口１３ｃを備えているが、細径である
ために照明光学系は備えていない。この細径内視鏡１１ａのガイドのために照明光学系が
必要である場合、細径内視鏡１１ａの処置具挿入口１３ｃ内に別途照明光学系を挿入する
ことによって細径内視鏡１１ａを所定位置にまでガイドすることができる。そして、細孔
内視鏡１１ａを所定位置までガイドした後は、処置具挿入口１３ｃから照明光学系を取り
出し、処置具挿入口１３ｃ内に各種処置具を挿入することにより、所定の処理操作が行わ
れる。
【００５４】
　第１参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｅは、図３に示すように、内視鏡本体１
１を備えている。内視鏡本体１１は、例えば従来から普通に使用されている大腸内視鏡で
あり、遠位端側に照明光学系（図示省略）が設けられていると共に、内部に各種処置具が
挿入される鉗子孔１３が形成されている。そして、ここでは鉗子孔１３内に細径内視鏡１
１ａが挿入されている。なお、細径内視鏡１１ａは、内視鏡操作部まで延在されている。
また、内視鏡本体１１の遠位端側には固定用バルーン１４が形成されていると共に、細径
内視鏡１１ａの遠位端側には細径内視鏡１１ａの固定用バルーン１５が形成されている。
この固定用バルーン１４及び１５はそれぞれ内視鏡操作部側から所定のガスを導入ないし
吸引することによって、膨張させたり萎めさせたりすることができようになっている。
【００５５】
　第１参考例にかかるダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｅでは、内視鏡本体１１の遠位端
部と細径内視鏡１１ａの固定用バルーン１５との間に、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅ
が配置されている。この挿入器具の推進用バルーン１６Ｅは、蛇腹状に形成されており、
延伸状態では、図３Ｂに示すように、内側環状壁１６ａとこの内側環状壁１６ａを気密に
囲む外側環状壁１６ｂとを有する内部が中空の環状筒状体となるようになされているとと
もに、遠位端側の一部を除いて内側環状壁１６ａと細径内視鏡１１ａとの間に隙間１６ｃ
が生じるように形成されている。
【００５６】
　そして、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅは、遠位端側の内側環状壁１６ａの外表面が
細径内視鏡１１ａの固定用バルーン１５の近位端側の外表面に固定されており、近位端側
が内視鏡本体１１の遠位端に固定されている。すなわち、挿入器具の推進用バルーン１６
Ｅは、内側環状壁１６ａと細径内視鏡１１ａの外周側との間に隙間１６ｃが形成されるよ
うにして、遠位端側が細径内視鏡１１ａの外周側に固定されており、近位端側が内視鏡本
体１１の遠位端側に固定されている。この内視鏡本体１１に対して挿入器具の推進用バル
ーン１６Ｅを固定した位置が細径内視鏡１１ａを押し出すための固定点となる。
【００５７】
　また、内視鏡本体１１内には、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅ内に気体を導入させ、
また、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅ内から気体を吸引するための気体流路１３ａが形
成されている。この気体流路１３ａは、内視鏡操作部まで延在されており、内視鏡操作部
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から挿入器具の推進用バルーン１６Ｅ内に対する気体の導入及び吸引を制御できるように
なっている。ここでは、内視鏡本体１１内形成された気体流路１３ａは、内視鏡本体１１
の遠位端側に形成された開口１３ｂを介して挿入器具の推進用バルーン１６Ｅの内部と連
通されている。
【００５８】
　図３Ａに示すように、第１参考例態にかかるダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｅは、消
化管内への挿入前に、固定用バルーン１４、１５を萎ませておき、挿入器具の推進用バル
ーン１６Ｅも萎ませておく。この状態でダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｅを消化管内へ
押し込んで挿入し、それ以上押し込めなくなったところで、固定用バルーン１４を膨張さ
せて内視鏡本体１１を消化管内に固定する。
【００５９】
　次いで、内視鏡操作部側から気体流路１３ａを経て挿入器具の推進用バルーン１６Ｅ内
に気体を挿入すると、図３Ｂに示したように、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅは延伸状
態となる。このとき、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅの遠位端側が細径内視鏡１１ａの
外周に固定されており、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅの近位端が内視鏡本体１１の遠
位端に固定されているので、挿入器具の推進用バルーン１６Ｅは内視鏡本体１１の遠位端
側を起点として延伸状態となる。これによって、細径内視鏡１１ａは内視鏡本体１１の遠
位端側から更に突出されるので、操作部側からダブルバルーン内視鏡装置１０Ｅを挿入す
るよりも大きな力で更に消化管内に挿入することができる。
【００６０】
　細径内視鏡１１ａが内視鏡本体１１の遠位端側より所定量突出されると、細径内視鏡１
１ａの固定用バルーン１５が膨張されると共に内視鏡本体１１の固定用バルーン１４が萎
ませられ、細径内視鏡１１ａが消化管内に固定される。この状態で、内視鏡操作部側で気
体流路１３ａを経て挿入器具の推進用バルーン１６Ｅ内から気体を吸引すると、挿入器具
の推進用バルーン１６Ｅは細径内視鏡１１ａの遠位端側を起点として萎えるため、内視鏡
本体１１に対して遠位端側に牽引する力が付与される。それによって、図３Ｃに示すよう
に、内視鏡本体１１の遠位端側は細径内視鏡１１ａの遠位端側にまで移動することができ
るようになる。次いで、図３Ｂ及び図３Ｃに示した操作を適宜繰り返すことによって、従
来のダブルバルーン式内視鏡装置のように、内視鏡本体１１及び細径内視鏡１１ａを消化
管の奥へ移動させることができるようになる。
【００６１】
［第２参考例］
　次に、第２参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｆを、図４Ａを用いて説明する。
なお、図４Ａは第２参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｆの細径内視鏡１１ａ
を突出させた際の模式断面図である。
【００６２】
　この第２参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｆは、図４Ａに示したように、挿入
器具の推進用バルーン１６Ｆ内にコイルバネ１６ｄを外側環状壁１６ｂと一体となるよう
に配置した以外は第１参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｃと構成に相違はない。
そのため、図４Ａにおいては、第１参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｃと同一の
構成部分には同一の参照符号を付与してその詳細な説明は省略する。
【００６３】
　第２参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｆのように、挿入器具の推進用バルーン
１６Ｆ内にコイルバネ１６ｄが挿入されていると、コイルバネ１６ｄの圧縮力ないし伸縮
力をも利用できるようになる。そのため、挿入器具の推進用バルーン１６Ｆの延伸状態で
コイルバネ１６ｄに圧縮力が残留している状態とするかあるいは挿入器具の推進用バルー
ン１６Ｆの萎んだ状態で伸張力が残留している状態とするかにより、挿入器具の推進用バ
ルーン１６Ｆ内に気体を導入する際に必要な圧力ないし挿入器具の推進用バルーン１６Ｆ
内から気体を排気する際に必要な圧力を任意に変えることができるようになる。
【００６４】
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　しかも、第２参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｆのように、挿入器具の推進用
バルーン１６Ｆ内にコイルバネ１６ｄを外側環状壁１６ｂと一体となるように配置すると
、挿入器具の推進用バルーン１６Ｆ内に気体を導入させた場合に径方向に大きく膨れるこ
とがなくなる。そのため、挿入器具の推進用バルーン１６Ｆに気体を導入する操作と排気
する操作を繰り返すことにより、よりスムーズに内視鏡本体１１及び細径内視鏡１１ａを
消化管の奥に挿入することができるようになる。
【００６５】
［第３参考例］
　次に、第３参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｇを、図４Ｂを用いて説明する。
なお、図４Ｂは第３参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｇの細径内視鏡１１ａ
を突出させた際の模式断面図である。
【００６６】
　この第３参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｇは、図４Ｂに示したように、挿入
器具の推進用バルーン１６Ｇの内部の内側環状壁１６ａと外側環状壁１６ｂとの間に、少
なくとも１つの隔壁１６ｅを設けて複数の室１６ｆに区画し、この隔壁１６ｅのそれぞれ
に開口１６ｇを形成したものである。このような構成とすると、挿入器具の推進用バルー
ン１６Ｇ内に気体を導入させた場合に径方向に大きく膨れることがなくなり、また、複数
の室１６ｆ内への気体の導入ないし複数の室１６ｆからの気体の吸引は、隔壁１６ｅに形
成された開口１６ｇによって確保することができる。そのため、第３参考例のダブルバル
ーン式内視鏡装置１０Ｇにおいても、挿入器具の推進用バルーン１６Ｇに気体を導入する
操作と排気する操作を繰り返すことにより、よりスムーズに内視鏡本体１１及び細径内視
鏡１１ａを消化管の奥に挿入することができるようになる。
【００６７】
［第４参考例］
　次に、第４参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｈを、図４Ｃを用いて説明する。
なお、図４Ｃは第４参考例に係るダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｈの細径内視鏡１１ａ
を突出させた際の模式断面図である。
【００６８】
　この第４参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｈは、図４Ｃに示したように、挿入
器具の推進用バルーン１６Ｈが、コイル状にした状態で固定されている。この推進用バル
ーン１６Ｈは、一方の端が細径内視鏡１１ａの遠位端側に固定されており、もう一方の端
は内視鏡本体１１の遠位端に固定されていると共に、その内部は開口１３ｂを介して気体
流路１３と連通されている。
【００６９】
　このような構成とすると、第３参考例で示したような、隔壁１６ｅ及び開口１６ｇを設
けずとも、内視鏡の推進方向に効率よく伸張させることが可能となる。例えば、バルーン
の巻付け回数が１０回であって、気体の導入によりバルーンの直径が５ｍｍ拡大したと仮
定すると、内視鏡の径方向へのバルーンの伸張はバルーン部分全体で５ｍｍ×２＝１ｃｍ
であるのに対して、内視鏡の長手方向へのバルーンの伸張はバルーン部分全体で５ｍｍ×
１０＝５ｃｍとなる。
【００７０】
　従って、第４参考例のダブルバルーン式内視鏡装置１０Ｈにおいても、挿入器具の推進
用バルーン１６Ｈに気体を導入する操作と排気する操作を繰り返すことにより、内視鏡本
体１１及び細径内視鏡１１ａを消化管の奥に挿入することができるようになる。なお、推
進用バルーン１６Ｈは細径内視鏡１１ａ及び内視鏡本体１１に固定された際にコイル形状
を取り得れば良いため、コイル状に形成されたバルーンは当然のこと、直線ないし曲線状
に形成されたバルーンであっても推進用バルーン１６Ｈとして第４参考例に適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００７１】
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　１０Ａ～１０Ｈ…ダブルバルーン式内視鏡装置
　１１…内視鏡本体
　１１ａ…細径内視鏡
　１２…スライディングチューブ
　１３…鉗子孔
　１３ａ…気体流路
　１３ｂ…（気体流路の）開口
　１３ｃ…（細径内視鏡の）処置具挿入口
　１４、１５…固定用バルーン
　１６Ａ～１６Ｈ…挿入器具の推進用バルーン
　１６ａ…内側環状壁
　１６ｂ…外側環状壁
　１６ｃ…隙間
　１６ｄ…コイルバネ
　１６ｅ…隔壁
　１６ｆ…（複数の）室
　１６ｇ…開口
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种双气囊内窥镜设备，即使插入深消化道，该内
窥镜也可以很容易地插入到深消化道中，并且对受试者的痛苦较小。 解
决方案：双气囊型具有在内窥镜主体11的远端侧上的内窥镜主体11的固
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10A在滑动管12的前端部与内窥镜主体11之间配置有内窥镜主体11的推
进气球16A，并配置有内窥镜主体11的推进气球。 在图16A中，远端侧
固定于内窥镜主体11的固定球囊15的基端侧，近端侧固定于滑动管12，
滑动管12的内部或内侧。 内窥镜主体11形成有气体流路13a，该气体流
路13a用于向气囊16A内导入气体或向该气囊16A内抽吸气体，以推动插
入工具。 [选型图]图1
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